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探討 AI 文字探勘技術應用於日語文本研究之可能性： 

開拓創新日語教育之路 

 

落合由治 

淡江大學日文系教授 

 

摘要 

  目前台灣日本語教育面臨一大轉換期。如何應用 AI 第三代發展

出的技術來因應經濟社會的變化，是主要的課題之一。此課題若之於

創新日語教育的内容、方法、技能等各方面，都是為當務之急。鑑此

本論文採用第二、三代 AI 技術最重要之自然言語處理的文字探勘技

術，視野不侷限於單字層次，而是跨至句子、文章層次的文本研究。

以事例研究方式來進行探究目前人文科學的質化方法與 AI 自然言語

處理的量化研究的可能性，進而推展至第三代 AI 技術的日本語學以

及日本語教育研究之上。 

   歷經考察成果顯示：結合量化研究的文字探勘技術與目前質化研

究的人文社會領域，是可視為導入文本解讀的新方法，進而窺得應用

於日本語教育的無限可能性。 
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An Applicability of Text Mining Techniques using AI in 

Japanese Text Research: Exploring New Trajectories for 

Japanese Language Education 

 

Ochiai Yuji 

Professor, Department of Japanese, Tamkang University 

 

Abstract 

    Taiwanese Japanese language education is at a major turning point. 

One of the challenges is the response to economic and social changes due 

to the development of the third AI technology. Taiwanese Japanese 

language education is under pressure for new responses in the areas of 

education, methods, and skills. In this paper, therefore, text mining 

techniques related to natural language processing, which is one of the 

most important parts of AI technology in the second and third term, are 

taken up. This paper explored not only the conventional word level, but 

also a method combining textural and qualitative methods so far with 

natural language processing by AI for analysis in the text research field 

at the sentence and text level. This paper attempted to apply the third AI 

technology to Japanese language studies and Japanese language education 

as a case study. 

    As a result of the discussion, we were able to introduce a new method 

for reading texts by combining text mining technology, which is 

quantitative research, and qualitative methods of humanities and social 

studies. From there, the potential for application to Japanese language 

education has become apparent. 

 

Keywords: Japanese language education, text, AI, quantitative research, 

qualitative research 
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日本語テクスト研究における AI による 

テキストマイニング手法の応用可能性 

─日本語教育内容の新軌道を探る─ 

 

落合由治 

淡江大学日本語文学科教授 

 

要旨 

 台湾の日本語教育は大きな転換期を迎えているが、その課題のひ

とつは第三期 AI 技術の発展による、経済的社会的変化への対応で

ある。教育内容、方法、技能の各方面で、新しい対応が迫られてい

る。そこで本論文では第二期に発展し、第三期 AI 技術の最重要部分

のひとつ発展してきた自然言語処理に関するテキストマイニング技

法を取り上げて、従来の語レベルにとどまらず、文、文章レベルで

のテクスト研究分野での分析について、今までの人文科学的な質的

方法と AI による自然言語処理とを組み合わせる方法を探求し、第

二、三期テキストマイニング技術の日本語学および日本語教育への

応用を事例研究の形で試みた。 

 考察の結果、量的研究である AI 技術と従来の人文社会系研究の

質的方法を結びつけることで、テクストの読解に新しい方法を導入

でき、そこから日本語教育への応用にも可能性が見えてきた。 

 

キーワード：日本語教育、テクスト、AI、量的研究、質的研究 
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日本語テクスト研究における AI による 

テキストマイニング手法の応用可能性 

─日本語教育内容の新軌道を探る─ 

 

落合由治 

淡江大学日本語文学科教授 

 

1.はじめに 

 現在、台湾の日本語教育は大きな変動期を迎えている。主な要因

には三つあり、第一は少子高齢化社会の進行による若年学習者の急

減、第二はグローバル化の進展による社会経済的変動、第三は AI 技

術の発展による職業と社会構造の変化である。第一の少子高齢化、

第二のグローバル化による変化はすでに台湾の日本語教育界でも広

く周知され、対応の試みが進んでいるが1、第三の第三期 AI 技術の

発展による職業と社会構造の変化は、現在、急激に進行中の現象で、

その対応は摸索の段階にある。2本論文ではこの第三の変動要因に対

                         
1 こうした社会変動に関する研究、報告は枚挙に暇がないが、人口問題の研究

例として、台湾、日本等の東アジア文化圈での少子高齢化の進行には共通性が

高く、原因が解明されつつあると、国立社会保障・人口問題研究所(2012)「特

集第 16 回厚生政策セミナー「東アジアの少子化のゆくえ―要因と政策対応の

共通性と異質性を探る」」『人口問題研究』68-3 は指摘している。台湾における

少子化とグローバル化による教育環境の変化については、さまざまな指摘、報

告がすでに多数出ているが、概要をまとめたものとして淡江時報(2014)「臺灣

高等教育面臨少子高齡化衝擊之因應對策」http://tkutimes.tku.edu.tw/ 

SAN2016/pdf/948-3.pdf(2019 年 8 月 30 日閲覧)、謝青龍(2018)「【大學快報第

174 期】私大如何因應少子化海嘯」台湾高等教育産業工會 https://www. 

theunion.org.tw/2018/12/%E3%80%90%E5%A4%A7%E5%AD%B8%E5%BF%AB%E5%A0%B1%

E7%AC%AC174%E6%9C%9F%E3%80%91%E7%A7%81%E5%A4%A7%E5%A6%82%E4%BD%95%E5%9

B%A0%E6%87%89%E5%B0%91%E5%AD%90%E5%8C%96%E6%B5%B7%E5%98%AF/(2019 年 8 月

30 日閲覧)等を参照。 
2 台湾の教育における AI 時代への対応については、台湾教育部資訊及科技教育

司(2019)「AI 教育 X 教育 AI－人工智慧教育及數位先進個人化、適性化學習時代

來臨！」https://www.edu.tw/News_Content.aspx?n=9E7AC85F1954DDA8&s= 

D4C4CD32CAE3FF5D#で、初中等教育および大学教育での教育改革の方向性が提示

されている。世界各国の AI 時代への教育対応については、Tim Dutton 

(2018)「An Overview of National AI Strategies」https://medium.com/ 

politics-ai/an-overview-of-national-ai-strategies-2a70ec6edfd(2019 年 8

月 30 日閲覧)を参照。 
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して、台湾の日本語教育が対応していく方向性を、日本語研究の視

点で考えていくことにしたい。 

 日本語教育が今後の AI 時代に対応するためには、三つの条件が

必要になると考えられる。一つ目は AI 時代の社会経済変化に応じ

た外国語人材のニーズ変化への対応、二つ目は AI 時代の人材を育

成する教育方法の革新、三つ目は「読解、書写、聴取、会話、翻訳・

通訳」という今までの日本語能力・技能とテキストマイニングなど

の自然言語処理関係のスキルを接続したカリキュラムである。3この

中で、直接、日本語研究・学習に関する内容に関わるのは三つ目の、

従来の日本語運用スキルとテキストマイニング関係のスキルを接続

した教育内容の革新の課題である。その点で、現在の最大の問題の

ひとつは、こうした日本語自体の認識および運用とテキストマイニ

ング関係のスキルを接続させるために、その基礎となる日本語研究

が従来の研究を活かしながら AI 技術に関係した自然言語処理やテ

キストマイニング技術に接続し、新しい分野にどうすれば発展でき

るかという課題と言えよう。その点で、AI 時代に日本語教育が対応

するには、基礎となる日本語研究分野の領域拡大と革新が必要にな

っているのである。 

 日本語教育が AI 時代に接続する前提となる日本語研究の現状を

考えると、そこには研究分野としての基本的問題が存在していると

言える。それは、現在までの日本語に関わる研究において、自然言

語処理やテキストマイニング技術に接続している計量言語学的手法

                         
3 AI 時代における教育の方向性は模索の段階であるが、基本的には AI を理解、

操作しながら AI にできない部分（認識力、創造性、柔軟性、革新性）を人間が

担当するという共通した見解をさまざまな分野の専門家が提案している。経済

面では野村直之(2016)『人工知能が変える仕事の未来』日本経済新聞出版社、

基本的な学力については新井紀子（2018）『AI vs.教科書が読めない子どもたち』

東洋経済新報社、学校教育では藤原和博(2017)『10 年後、君に仕事はあるのか？

未来を生きるための「雇われる力」』ダイヤモンド社等を参照。教育方法として

は、すでに提唱されてきたアクティブ・ラーニング、反転学習、学習者中心学

習など近代教育を超えたモデルがすでに実施されている。一例として佐藤学

(2017)『教育の方法(放送大学叢書)』左右社、栗田佳代子、日本教育研究イノ

ベーションセンター(2017)『インタラクティブ・ティーチング―アクティブ・

ラーニングを促す授業づくり』河合出版等を参照。 
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は計量言語学的課題や統計的視点に限定され、今までのコンピュー

ターの技術的制約から基本的に語単位での統計的処理に限定された

ことで、言語事象としてそこから捉えられる現象自体やその了解に

大きな制約を受けていたことである。4その一方で、他の日本語学の

研究領域では、計量言語学が扱っている言語単位の統計的処理によ

るテキストマイニング技法の応用は限定的なものであり、質的研究

と量的研究を接続させる方法は模索の状態と考えられる。5しかし現

在、第三期 AI 技術の発展で、非常に大きな資料から人間の処理に拠

らずに AI 自身で自然言語処理を行う手法が開発されつつあり、さ

まざまな分野への応用が期待されている。また、AI 技術のために新

たな視点で言語事象を捉えなおす必要も生まれている。 

 そこで本論文では第二期情報処理技術で発展し、第三期 AI 技術

の最重要部分のひとつになっている自然言語処理の中で、テキスト

マイニング技法を取り上げて、語レベルにとどまらず、文、文章レ

ベルでのテクスト研究分野での分析について、今までの人文科学的

な質的方法と発展してきた自然言語処理とを組み合わせることで、

第三期 AI 技術と密接に関わりを持つテキストマイニング技術の日

本語学および日本語教育への応用を試みてみたい。新しい研究課題

と分野が広がっていくことで、日本語教育とテキストマイニング等

の情報処理および AI 技術との接点を生見出し、拡げてゆく方向性

                         
4 計量言語学に関する研究動向を参照。半沢康(2014)「数理的研究」「特集 2012

年・2013 年における日本語学界の展望」『日本語の研究』10-3、山口昌也（2016）

「数理的研究」「特集 2014 年・2015 年における日本語学界の展望」『日本語の

研究』12-3 には、統計的処理による語彙研究が多数紹介されているが、語彙研

究としての位置づけは明確ではなく、同じ分野の「語彙（理論・現代）」の動向

との関係も考察されていない。課題や領域の設定および研究区分自体に意味が

あるのか、検討されているとは言いがたい。 
5 研究動向の一例として、日本語学会機関誌『日本語の研究』を例に見ると、柏

野和佳子（2014）「語彙（理論・現代）」「特集 2012 年・2013 年における日本

語学界の展望」『日本語の研究』10-3、大島中正(2016)「語彙（理論・現代）」

「特集 2014 年・2015 年における日本語学界の展望」『日本語の研究』12-3 で

は、多くの単語の用法に関する研究が紹介されているが、統計的処理による明

確な問題設定がされている研究は限られ、多くは用例の分類、数量と％での整

理に止まっている。語レベルの言語現象の扱いについても、初歩的な処理の段

階で大きな制約が存在している。 
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が見出せるであろう。同時に語レベルの自然言語処理ばかりでなく、

より上位の単位の意味に関わる言語表現理解と自然言語処理との接

点を探すテクスト研究として、テキストマイニング技法の応用を文

学テクストの分析を事例に試行していきたい。 

 

2.言語研究における量的研究と質的研究の定位 

 今回の課題に入る前提として、まず日本語教育と日本語研究がそ

の中に基礎を定位している人文社会系の研究における量的研究と質

的研究について考えてみたい。言語に関する量的研究は 1950 年代

からの AI 技術の発展と共に発展、普及してきた方法で、計量言語学

でも 1950 年代から品詞や語彙使用の量的差異の比較によって、作

家の文体特性を見出そうとする研究などが行われてきた。6資料間で

の指標の量的計量と差異の比較、さらに統計的処理での要素の相関

性の計量や因子分析などの多変量解析手法による特徴の抽出など、

AI 技術の発展と共に、計量言語学の分野も大きく発展してきた。7し

かし、作者の差異の特定、歴史的変化の素描、ジャンル間の語彙的

特徴などのテーマは、研究の草創期から一貫しており、他の課題へ

の発展や応用的課題への拡大の部分では基本的に新しいテーマ、分

野に接続することはかなり難しいように見える。そこで、本論文で

は、質的視点を取り入れて、言語表現に関する量的研究と質的研究

のダイナミックスをまず考えてみたい。 

 量的研究と質的研究は、単に言語形式や語レベルだけを扱うか、

                         
6 語彙の量的分析に関して計量言語学的手法は、現在、最もよく使用される方

法である。日本語での計量言語学的手法の研究初期に大きな影響を与えた研究

として、樺島忠夫、寿岳章子(1965)『文体の科学』綜芸舎がある。現在でも、

研究テーマは基本的には同じであり、一例として、岸本千秋（2017）「ウェブロ

グ の 計 量 的 文 体 研 究 :文 と ウ ェ ブ 記 号 の 関 係 を 中 心 に 」『 阪 大 日 本 語 研 究 』

29pp.71-99、馬場 俊臣(2018)「接続詞の文体差の計量的分析の試み:『BCCWJ 図

書館サブコーパスの文体情報』を用いて」『北海道教育大学紀要.人文科学・社

会科学編』69-1pp.1-14 等参照。 
7 研究動向として、統計的手法でテキストの量的特徴を把握しようとする研究

は計量文献学と呼ばれ、計量言語学の中では最も有効な分野と言える。一例と

して、村上征勝(1997)「計量文献学の歴史と課題」『計算機統計学』9-1pp.65-

74、 
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統計的処理をするかどうかというような手続き的問題ではなく、出

発点には主体と客体との関係に関する定位の根本的相違がある。久

保田賢一(1997)は教育工学のジャンルで質的研究と量的研究の相違

を、客観主義と構成主義という基本的パラダイムの相違として見て

いる。8 

表 1 客観主義と構成主義のパラダイム比較9 

 立場 
 
領域 

客観主義 構成主義 

存在論 

「唯一の真実」が研究者の関心
とは独立して存在する。それは
自然の法則に従って因果的に作
用する。 

社 会 的 に 構 成 さ れ た 多 様 な 「 真
実」が存在する。真実とは，批判
にさらされ、人々の合意を作り上
げ る 過 程 の な か か ら 生 み 出 さ れ
る。 

認識論 

研究者は、研究対象に直接関わ
らずに、研究対象がおかれてい
る場から離れて分析する。 

研究者自身が直接、研究対象と相
互に関わり合う。そのため、研究
者 は 研 究 対 象 と 独 立 し て 研 究 す
ることはあり得ない。 

方法論 

前もって仮説を立て、実験的環
境を注意深く作りだし、実証的
に検証する。 

共通の理解を得るために、研究者
は 研 究 対 象 と の 絶 え 間 ざ る 相 互
作用を通して、真実を構成してい
く。 

 客観主義は、ヨーロッパ哲学でのプラトン主義に由来すると言え、

「唯一の真実」が人間の主体とは独立にそれ自体で存在していると

いう前提に立っている。いわゆる科学的思想とも言える。構成主義

は相対主義、主観主義とヨーロッパ哲学の主流であるプラトン主義

的立場から批判されてきたが、淵源は古代ローマの思想家プロティ

ノスに始まり、20 世紀のイギリス、ドイツ、フランス、アメリカ等

の質的研究を目指す人文社会系思想の基礎になっている。10 

                         
8 久保田賢一(1997)「質的研究の評価基準に関する一考察:パラダイム論からみ

た研究評価の視点」『日本教育工学雑誌』21-3pp.163-173。 
9 同注 8 掲載の表 1 による。 
10 客観主義と構成主義は哲学史上、常に対立関係にある思想として相互に作用

してきたが、代表的な論としては現象学による客観主義批判がある。高階勝義

(1979)「フッサ-ルの科学批判と「生活世界」概念」『鳥取大学教養部紀要』13pp.1-

22、赤松常弘(1982)「フッサ-ルの科学批判と超越論的現象学」『人文科学論集』

16pp.19-30 等を始めとして、村上靖彦(2019)「哲学と質的研究:現象学的な質

的研究の役割と位置づけについて」『大阪大学大学院人間科学研究科紀要』

45pp.1-18 等を参照。また、プロティノスによるプラトン哲学の克服について

は、美を巡るイデア概念の検討から分かる。掛下栄一郎(1977)「瞬間の美学へ

の試論-4-プロティノスからアウグスティヌスへ(〔早稲田大学〕社会科学部創

設 10 周年記念号)」『早稲田人文自然科学研究』14pp.51-68、関村誠(2017)「プ
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 保田賢一(1997)は教育学での説明のため社会的現実や学習者、教

師などの行為を対象にしての説明になっているが、これを言語研究

に置き換えて考えて見ると、同じ問題が存在していることがわかる。 

表 2 言語学における客観主義と構成主義のパラダイム比較11 

 立場 
 
領域 

客観主義 構成主義 

存在論 

「唯一の真実」である言語が研
究者の関心とは独立して存在す
る。それは独立した言語の法則
に従って因果的に作用する。 

社 会 的 に 構 成 さ れ た 多 様 な 「 真
実」である言語が存在する。社会
的言語の真実とは、批判にさらさ
れ、人々の合意を作り上げる過程
のなかから生み出される、ジャン
ル的な表現である。 

認識論 

研究者は、研究対象の言語に直
接関わらずに、研究対象がおか
れ て い る 場 か ら 離 れ て 分 析 す
る。言語形式はそれ自体で意味
を持つ。 

研究者自身が直接、研究対象と解
釈、分類、操作などの行為を通じ
て相互作用的に関わり合う。その
ため、研究者は研究対象と独立し
て研究することはあり得ない。 

方法論 

作例や調査などにより、前もっ
て言語に関する理論的仮説を立
て、分析の観点や方法を注意深
く作りだし、実証的に検証する。

社 会 的 に 共 通 の 理 解 を 得 る た め
に，研究者は研究対象である言語
表 現 と の 絶 え 間 ざ る 相 互 作 用 を
通して、用法を認識し、表現の規
則性を見出していく。 

 言語学の研究史を振り返ってみると、ソシュールが 20 世紀の初

めに、言語活動を言語(ラング)と発話(パロール)に分けて、以下の

ように述べたときにこの二つのパラダイムは、すでに併存していた

と言えよう。 

 言語を使うことはあくまで個人の行為で、私たちが発話を認

識するのはこの部分においてなのです。（社会的なのは）受容的

で連携的な部分です。異なる個人の中に貯蔵されてはいても、

すべての個人にかなり同じ存在が形成されるのは、この部分で

す。 

 この領域こそ言語の領域を表します。個々人において、無数

の言葉のイメージが、対応する同数の概念と結びつけられてい

ます。一人の人を取り上げると、そのたった一つのサンプルの

中にも社会的総体の中での言語とは何かを見ることができるで

                         
ロティノスの美の理論におけるエイドスとミシェル・アンリのカンディンスキ

ー論におけるフォルム」『ミシェル・アンリ研究』7pp.41-61 等を参照。 
11 同注 8 掲載の表 1 を元に論者作成。 
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しょう。もし個人の中に貯蔵され、ある秩序と分類に従って配

置されている言葉のイメージを調べることができるならば、そ

こに言語をなす社会的な結びつきを見ることでしょう。 

 この社会的な部分は純粋に心の中のもので、純粋に心理的な

ものです。このようにして、人は言語を保持しているのです。

12 

図 1 ソシュールが「一般言語学講義」の授業で板書した言語活

動の図13 

 

 客観主義の言語学は、「言語(ラング)」を「異なる個人の中に貯蔵

されてはいても、すべての個人にかなり同じ存在が形成される」「受

動的で社会集団の中に見られる」「社会的な記号システム」と見て、

それを研究対象としている。言語を個々人の差異による個別化の方

向ではなく、社会的な共通性に還元できる一般化の方向で定位する。

基本的には一般化を試行する量的研究の方法に合致する研究と言え

る。一方、構成主義的な立場、あるいは相互作用による表現主義的

な立場では、「能動的で、個人的なもの」として顕れている言語表現

を、相手との共通点として研究者が持っている「受動的で社会集団

の中に見られる」「社会的な記号システム」を通じて、「受動的で社

会集団の中に見られる」「社会的な記号システム」から差異化する、

個別化することを目指すと言えよう。個人の発話から個別的社会的

ジャンルまで、その個性を対象とする質的研究の方向を目指してい

る。 

                         
12 フェルディナン・ド・ソシュール/景浦峡・田中久美子訳(2007)『ソシュール

一般言語学講義 ──コンスタンタンのノート』東京大学出版会 pp.88-89。 
13 同注 12。 
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 大事なことは、人文社会系の研究にとって客観主義的量的研究と

構成主義的質的研究のパラダイムは相補的であって、両者の関係が

調整されて初めて、ソシュールが図 1 のように「言語活動」と呼ん

だ人間の言語表現あるいは多様な表現活動を全体的に解明できると

いうことである。「言語(ラング)」だけを扱っても、「発話(パロール)」

だけを扱っても、実は言語活動の半分にしか光が当たっていないこ

とになる。言語研究が今まで中心的課題として扱ってきた、文法的

形式と意味は、「言語活動」の中で成り立っている現象であり、客観

主義的な「言語(ラング)」だけを扱っても、構成主義的な「発話(パ

ロール)」だけを扱っても、実は言語活動・表現の半分しか見えてい

ないのである。この点は、今後、言語研究それ自体として、同時に

言語などの表現について AI を利用したテキストマイニングを進め

て行く場合、非常に重要な注意点になる。十全に資料や対象の言語

的表現的特徴を理解したい場合、個別的な表現・現象は全体的表現・

現象に（語彙を例にすれば、語彙が用いられた作品、ジャンル、社

会的表現に）位置づけてみる必要があり、全体的現象は個別的現象

に（資料の特徴を帰納する場合は、個々の表現、形式、文、語彙の

規則性に）還元してみるという作業が必要となると言える。 

 今までの日本語研究や言語に関する人文社会系の諸学が研究とし

て行っていた語、文、文章をそれぞれ切り離し、相互に無関係な単

位として扱う研究態度や、逆に作品、資料の読み手による受容だけ

を研究態度には、基本的限界が元々存在しているのである。第三期

AI の発展は、言語表現形式しか処理できない人工知能に意味との関

係を学習させる方法の模索によって生まれたものであり、こうした

言語現象における客観(言語表現形式)と主観(社会的ジャンル的個

人的なそれぞれの意味)との関係を明らかにする端緒を初めて開い

たと言えるであろう。14 

                         
14 第二期から現在の第三期 AI の自然言語処理の概要については、小町守監修、

奥野陽、グラム・ニュービッグ、萩原正人(2016)『自然言語処理の基本と技術

(仕組みが見えるゼロからわかる)』翔泳社、および各年度版総務省『情報通信
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3.テキスト分析へのテキストマイニング応用 

 ここでは、第二期から連続する第三期テキストマイニング技術を

応用し量的研究と質的研究を相補的に実施するテキストマイニング

の事例として、村上春樹の短編集『女のいない男たち』の中から、

文章構成が明確で語彙の機能を特定しやすい「ドライブ・マイ・カ

ー」を事例として取り上げて、量的研究と質的研究の手法を組み合

わせて、分析をおこなってみたい。15 

3.1 語彙の重要度による分析 

 第二期までの自然言語処理技術の中で発展してきた今までの計

量言語学的研究やテキストマイニングの基本的処理は、語彙の量的

処理、統計的処理で、その処理は資料中での語彙の出現頻度を基礎

にして、重要度を算定する方法が第二期から第三期へのテキストマ

イニング技術発展の中で工夫されている。しかし、客観主義的立場

からその語彙が出ている作品、資料を研究者が読んで出現した語彙

の意味を考察することは主観主義として退けられ、数理的処理のみ

に課題を置いていたため、実施できる研究にはさまざまな限界が生

                         
白書』http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/h30.html 等を参

照。自然言語処理の実際については第二期 AI までの技術について奧村学(2010)

『自然言語処理の基礎』コロナ社、Steven Bird、Ewan Klein、Edward Loper/

萩原正人、中山敬広、水野貴明訳『入門自然言語処理』オライリージャパン等

を参照。第三期 AI の自然言語処理技術については坪井祐太、海野裕也、鈴木潤

(2017)『深層学習による自然言語処理(機械学習プロフェッショナルシリーズ)』

講談社、斎藤康毅(2018)『ゼロから作る Deep Learning②―自然言語処理編』オ

ライリージャパン等を参照。日本語の自然言語処理の先端的研究は、各年度の

言語処理学会『自然言語処理』https://www.anlp.jp/guide/ 

index.html 等を参照。 
15 ワードクラウドは、データの中の単位を頻度順で並べて数値データを可視化

する手法で、現在、ビジネス等で広く用いられるようになっている。WEB の大

量の言語データからキーワードを抽出することでネット上での利用者の評価、

意見を簡単に知ることができるのでマーケティングや世論調査、意識調査など

では有益な情報が得やすい。一例として、小林稔(2017)「ソーシャルメディア

のコンテンツから分析したコンビニエンスストアの特徴と分類」『和光経済』50-

1pp.1-17、丸野由希(2017)「卒業論文のテーマに何が選ばれてきたか : 現代社

会学部の卒業論文題目の語彙分析から」『現代社会研究』19pp.35-50 等参照。こ

こでは、MatLab の Analyze Japanese Text Data のツールを使用した。プログ

ラムの内容について、分析の準備(前処理)は https://jp.mathworks.com/ 

help/textanalytics/text-data-preparation.html 、 実 際 の 分 析 の 流 れ は

https://jp.mathworks.com/help/textanalytics/ug/analyze-japanese-

text.html を参照。 
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じていた。16逆に、研究者の作品や資料読解や手作業での分析を中心

にした構成主義的質的研究は、量的に処理される言語形式のデータ

を必ずしも踏まえているわけではないために、いわゆる批評・評論・

論説のように根拠となる言語の客観的現象との関係、根拠との関係

が曖昧になりがちであった。現在、テキストマイニング関係の自然

言語処理技術の発展で、量的分析を質的分析に接続することが容易

になっている。その一つは重要度による語彙の類別の視覚化である。 

図 2 語彙の重要度による「ドライブ・マイ・カー」のワードクラウ

ド 

 

 今までの言語の計量的処理の研究では語彙リストとして表形式で

出現頻度や比率等で数値表示された内容は、現在の技術では TF、IDF、

TF-IDF など語の重要度を判定する方法によって、よりその資料内で

の語の意味や役割に応じた語彙を選んで、視覚化して表示すること

ができる。17そのひとつがワードクラウドである。重要度判定の差異

により、より大きな字で中央に近い位置に提示される語ほど、単な

る出現頻度ではなく、たくさん使われている語彙の中で資料中での

重要度が高いことを示している。18図 2 では、中心に出ている「福」

                         
16 日本での人文社会系の量的研究の基本的方法は、樋口耕一(2014)『社会調

査のための計量テキスト分析─内容分析の継承と発展を目指して』ナカニシヤ

出版、研究の現状の一例として、日本社会学会(2017)「特集号・テキストマイ

ニングをめぐる方法論とメタ方法論」『社会学評論』68-3 参照。 
17 TF、IDF、TF-IDF の意味と算定法は注 16pp.164-166 を参照。 
18 文章中に表れる単語の重要性を測る手法は、情報検索でのキーワードを決

定する場合などの重要技法で、第二期の自然言語処理で発展し、現在まで開発
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は「ドライブ・マイ・カー」の主な登場者「家福」で最も多く、以

下、「言う(動詞)」「みさき(名詞)」「思う(動詞)」「高槻(名詞)」「運

転（名詞）」「僕(名詞)」「妻(名詞)」「わかる(動詞)」「できる(動詞)」

など主な登場者と主要な場面のキーワードが出ており、またよく用

いられる形容詞的な機能語として「少し」「しかし」が出ている。作

品の頻出語彙を調べる量的処理を作品の内容と関係させてすぐに分

かるのは、小説の場合、作品中で大きな部分を占めている構造に関

わって見られる内容が量的処理によるワードクラウドで表示されて

いると考えられるということである。老境に入り視力の落ちた俳優

の家福がドライバーを依頼した渡利みさきと車中で、経歴や亡くな

った妻と浮気相手のエピソードを語るストーリーの「ドライブ・マ

イ・カー」では、家福と渡利みさきの会話で成り立つストーリーの

流れに関する部分を作品の頻出語彙が話題の中心として表示してい

るということである。「ドライブ・マイ・カー」では、「運転（名詞）」

する場面で「(家)福(名詞)＝僕(名詞)」と「みさき(名詞)」が「高

槻(名詞)」と「妻(名詞)」について「言(動詞)」い、「思う(動詞)」

ことで「僕(名詞)」が「わかる(動詞)」ことが「できる(動詞)」よ

うになったというように、アウトラインが示されているのである。

ワードクラウドの量的処理だけでは、これらの語がいったいどのよ

うに言語的にテクスト中で機能しているのかを決めることはまった

くできないが、質的処理として作品内容と構成と関係させることで、

こうした量的処理で出てくる語の機能を特定することができ、また、

逆にこれらの語のテクスト中での用例を元に特徴的な語の用法を調

べることで、テクストの構成や重要語の機能を決めることができる。 

 この方法は、研究はもちろん日本語教育への読解などで応用がす

ぐにでも可能である。教科書であれ実際の資料であれ新聞、論説、

                         
が続いている。TFIDF と Okapi BM25 が有名である。こうした各種の語彙の重

要度判定方法の比較については滝川真弘、山名早人(2016)「特定分野を対象と

した単語重要度計算手法の提案と Twitter における専門性推定への適応」

『FIT2016（第 15 回情報科学技術フォーラム）第二分冊』情報処理学会 pp.1-

7 参照。 
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小説などの電子化されたテキストを語に句切るなどの前処理をして、

プログラムに入れれば、こうした重要なキーワードが何かをすぐに

知ることが出来、またその語をたどりながら逆にテキストを読むこ

とで、読解を進めることができる。19技術としては第二期情報処理技

術からのテキストマイニング技術であるが、質的分析と連携させる

ことで、日本語研究、日本語教育への応用は極めて容易にできる。

その他の、統計的手法との関係は、稿を改めて見ていきたい。 

3.2 統計的潜在意味解析による分析 

 また、第三期 AI 技術の発展で、自然言語に関するテキストマイニ

ングで用いられるようになったトピックモデルによる統計的潜在意

味解析の手法は、新しい第三期 AI のテキストマイニング技法の一

つとして広く用いられるようになっている。20LDA を用いると、Bag 

of Words と呼ばれる単語と出現頻度のペアをモデル化し、「共起し

やすいアイテムをモデル化することができ、さらに潜在的な共起性

を推定することができるため、データに表層上に現れていないが、

共起する可能性があるアイテムを推定することができる」21と期待

されており、現在、活発に開発が進められている技術である。第二

期 AI までの量的分析は、単語と出現頻度のペアを取り出して処理

していたが、それら相互の関係を取り出すことは容易ではなかった。

LDA など第三期に発展が続いている統計的潜在意味解析の発達は、

資料全体での単語と出現頻度のペア相互の関係から、類似している

複数のグループをモデルとして抽出できるので、より人間が言語表

現を理解しているときの意味の理解に類似した処理ができると考え

                         
19 インターネットで利用できる分析サイトとして UserLocal「AI テキストマ

イニング」https://textmining.userlocal.jp/、使いやすいパソコン用ツール

としては、樋口耕一「KHCoder」https://khcoder.net/を参照。 
20 日本でも人文社会系分野で LDA を使った言語データ分析が行われるようにな

っている。一例として、佐藤 圭(2017)「マーケティング研究におけるトピック

モデルの適用に関する一考察」『経営研究』68-3pp.125-148、松河秀哉,大山牧

子,根岸千悠,新居佳子,岩﨑千晶,堀田博史（2018）「トピックモデルを用いた授

業評価アンケートの自由記述の分析」『日本教育工学会論文誌』41-3pp.233-244

等を参照。 
21 奧村学監修、佐藤一誠(2015)『トピックモデルによる統計的潜在意味解

析』コロナ社 p.26。 
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られている。 

 以下の図 3 は、「ドライブ・マイ・カー」の LDA 分析による主要ト

ピックである。22 

図 3 「ドライブ・マイ・カー」の LDA 分析によるトピック 

 

 「福」は主な登場者の「家福」のことで、トピック 1 は、死んだ

妻の浮気相手だった高槻との、作品では後半に位置する何回かの会

話場面の内容が取り出されている。家福は、妻の死後に高槻と出逢

って、バーで妻に関する会話を交わしているため、「バーテンダー」

                         
22  NTTPC コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ 「 用 語 解 説 」 に よ る と 、「 LDA は  Latent 

Dirichlet Allocation の略で、日本語では「潜在的ディリクレ配分法」と呼ば

れている。ディリクレは、19 世紀ドイツの数学者の名前。この数学者が定義し

た関数が、LDA の中で使われている。（中略）／LDA では、各単語や文章には潜

在的なトピックがあると考える。この場合のトピックは、話題、テーマ、分野、

文体といったもの。たとえば人間は、特定の単語や断片的な文章から「あ、あ

の話だな」と分かることが多い。その要因が、単語や文章が持つ潜在的なトピ

ックということだ。／そして、同じトピックを持つ単語は同じ文書に登場しや

すい。あるいは、同じトピックを持つ単語が何度も出てくる文書は、それだけ

文 書 の ト ピ ッ ク を 確 定 し や す い し 、 そ の 確 率 も 高 い 。」

https://www.nttpc.co.jp/yougo/LDA.html（2019 年 2 月 20 日閲覧）。統計的潜

在意味解析の詳細と手法については、奧村学監修、佐藤一誠(2015)『トピック

モデルによる統計的潜在意味解析』コロナ社参照。ここでは、MatLab の Analyze 

Japanese Text Data のツールを使用し、7 つのトピックを抽出し、その中の上

位 4 つの語彙を示した。https://jp.mathworks.com/help/textanalytics/ 

ug/analyze-japanese-text.html。 
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など場所に関する語彙、俳優である家福の仕事の内容に関する「台

詞」などの語彙も関連して出ている。トピック 2 は、視力が落ちて

運転できなくなった家福から依頼されたドライバーのみさきとの会

話場面に関する内容で、車に関する「シフトチェンジ」や、車中で

カセットテープによって音楽を聞いていることから「音楽」、話題で

出た「結婚」などもドライブ中での話であることから関係して出て

いる。トピック 3 と 4 は、家福の作中での動きに関わるストーリー

と心理状態の説明に伴って出ていると考えられる語彙である。LDA

の方法を小説のテクスト資料に適用した場合、先の語彙の重要度を

示すワードクラウドよりもさらに、作品中で大きな部分を占めてい

る話題の基本的内容が、グループごとに分類されてより明確に示さ

れていると言える。 

 テクストの LDA 分析の結果は、テクスト内に語彙の共起関係によ

って分類できる複数のトピックの存在を示しており、研究はもちろ

ん日本語教育の読解に応用できる。LDA のトピックに出てきた主要

語をテクスト中で、たどりながら、その出てきた部分を集めること

で、語彙的に関係が深い部分を作品中での重要な話題として抽出で

きる。例としてトピック 3 で出てきた部分を作品中から集めてみる

と以下のような内容になる。「ば」「あいだ」「ながら」「思う」「でき

る」「考える」「知る」等のような頻出する機能語、動詞は取り敢え

ず除いて、大きな文字で表示されている重要度の高い、以下の名詞

3 語を例として取り出してみる。 

表 3 「ドライブ・マイ・カー」の LDA 分析トピック 3 の語彙の作

品中での出現部分 

(注)網掛けは対象語 

トピック 3 の

重要語彙例 

出現部分の用例サンプル 作品中での役割 

車 

① こ れ ま で 女 性 が 運 転 す る

車に何度も乗ったが、家福の

目からすれば、彼女たちの運

転 ぶ り は お お む ね 二 種 類 に

車 は 普 通 名 詞 ば か り で な

く、家福が愛車（サーブ 900

コンバーティブル）を修理

に出し、運転手に渡利みさ
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分けられた。p.15 

② そ の 車 を 新 車 で 購 入 し た

とき、妻はまだ存命だった。

（中略）「古い車だから、ナビ

もついていないけど」 p.20-

22 

③「ひとつ質問していいです

か?」とみさきが言った。(中

略 )二ヶ月ほど一緒に長く車

に乗っていて、みさきが自分

の 方 か ら 口 を き く こ と は き

わ め て 希 だ っ た か ら だ 。

p.34-35 

きを採用して、仕事の行き

帰りに、車中で自分の結婚

生 活 や 妻 と の 関 係 を 話 す

場 面 で の 家 福 の 車 を さ し

ている。 

理解 

① み さ き が 運 転 手 を 務 め る

ようになって以来、なぜか頻

繁 に 妻 の こ と を 思 い 出 す よ

うになった。（中略）しかし妻

の方は時折、彼以外の男と寝

ていた。(中略)どうして彼女

が 他 の 男 た ち と 寝 な く て は

ならないのか、家福にはよく

理解できなかった。そして今

で も 理 解 で き て い な い 。

p.30-31 

②「それで家福さんには理解

できたんですか。どうして奥

さんがその人と寝たのか?」/

家福は首を振った。「いや、理

解はできなかったな。p.41 

渡 利 み さ き が 運 転 手 を す

るようになって、家福が死

ん だ 妻 の こ と を た び た び

思い出すようになり、妻の

浮 気 の 原 因 が 理 解 で き な

いことに気がつき、みさき

と 原 因 に つ い て 話 す よ う

になった場面で、妻の行為

が 理 解 で き な い 家 福 の そ

れ ま で 隠 蔽 さ れ て い た 思

いに使われている。 

生活 

① そ う い う の が 彼 の 生 活 ス

タ イ ル の 欠 か せ な い 一 部 に

なっていた。p.20 

② 十 代 半 ば か ら 車 を 運 転 し

ています。車がなければ生活

できないようなところです。

p.24 

③二人は結婚して以来、夫婦

と し て ま た 生 活 の パ ー ト ナ

ーとして、良好な関係を常に

保っていたからだ。p.31 

家 福 の 現 在 の 日 常 生 活 と

渡利みさきの履歴、家福と

妻 と の 結 婚 生 活 に 関 す る

概要を示す場面に出て、日

常 性 を 示 す 指 標 に な っ て

いる。 

 以上の表 1 のように、LDA 分析のトピック 3 に出ている名詞類は、

家福とみさきが仕事場に向かう「車」のなかで、会話した内容と、

みさきが運転手になってから家福が妻との「生活」を見直すように

なって、主に話された妻の浮気の原因が「理解」できない部分が集

まっており、作品の主要テーマに関わる部分であることが分かる。
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「知る」「思う」など心理に関する動詞語彙が付隨して出ているのも、

家福が妻との関係を見直している中で、妻の行為が理解できない場

面で使われているキーワードであることを示していると言えよう。

LDA 分析を使うと、以上のように作品中の重要テーマに関わる部分

を複数抽出でき、そこに出ているキーワードにそれぞれ注目するこ

とで、読解の方向性を複線化して決めることができる。用例を集め

て読むという質的方法を合わせて使うことで、それぞれの語彙グル

ープごとに多面的に作品の主要内容を理解することができる。質的

方法だけでは、注目点を多数決めることは難しく、研究者、教師が

提供した読解ポイントだけが重要とは言えないが、語彙の共起関係

によるグルーピングを行う LDA などの統計的潜在意味解析の手法は、

語彙の共起関係による複数のポイントを出せる点で、研究や教育で

の読解を進める上で、言語的事実に基づく確かな手掛かりを提供し

ている。特に日本語教育では、学習者が自分で読みを深め、相互に

討論して内容を確認していく、自律的学習のパートナーになりえる

方法と言えよう。 

 以上から、データマイニングの中で発展してきた自然言語処理に

よるテキストマイニングの代表的方法である、ワードクラウド、統

計的潜在意味解析を用いることで、多数者が形成している SNS やブ

ログなどの大量の社会言語的データから一般的傾向を見出す際に応

用する従来のテキストマイニングでの使用ばかりではなく、質的研

究と併用することで新聞、小説、論説などの作品、資料でもテクス

ト中で語彙的に大きな位置を占めている基本的内容を、多面的に知

る手掛かりになることが分かる。多数の作品を比較しながら読む場

合も、一定の基準で各作品の中心的キーワードを取り出したり、主

要部分の内容のキーワードを複数のトピックで取り出したりするこ

とができるので、比較対照しながら読解する横断的あるいは縦断的

な日本語研究や日本語教育の読解での手掛かりとして非常に有効で

あると言えよう。 
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4.量的研究と質的研究の相補性の確保 

 しかし、今までの計量的研究がそうであったように、取り出した

単位の数値データを研究目的に合わせて、どう活用するかは大きな

問題と言える。通常は、こうしたデータは、作品間、作家間の比較

や時代比較、文体比較などに用いられるが、それは抽出された指標

による比較であって、それだけでは作品それぞれの内容理解や意義

を了解し、評価する手掛かりにはならない。そして、「ドライブ・マ

イ・カー」の作品を十分に読んでいれば、量的指標で抽出されたこ

れらの名詞、動詞、形容詞（副詞）が主な登場者・家福と、そのド

ライバーを担当するみさきとの会話、妻の浮気相手だった高槻との

やり取りに関して、そのストーリー展開の中で出てくる語彙である

ことはすぐに分かることで、量的指標だけでは実際に読んで、解釈

や整理をするという相互行為的な質的研究に有益なデータを提供す

ることは難しい。先に述べたように、言語研究あるいは人文社会系

研究全般にも言えることであるが、研究の基本的パラダイムによっ

て見えるものがまったく変わってしまうため、量的研究であれば客

観的で、質的研究は全部、主観的というような、単純素朴な二者択

一の問題ではないことを人文社会系研究者が理解していく必要があ

る。人文社会的研究の対象は、もともとすべて人間の意識が生み出

した記号体系であり、そうした意識による象徴的操作のための意味

的構造は決して物理現象として、人間とは独立に存在する客観的現

前ではない。どうすれば、量的研究と質的研究の相補性を確保でき

るか、絶えず摸索していく必要がある。 

 そうしたとき、言語作品にはジャンルによって固有の表現的構成

があることを見ていくことは重要である。「ドライブ・マイ・カー」

の場合、以下のように多元的重層的な意味の複合が為されている。

紙数に限りがあるので、冒頭から暫くの部分を取り上げて見ていく

ことにする。 

例 1「ドライブ・マイ・カー」 

Ⅰ ①これまで女性が運転する車に何度も乗ったが、家福の目

台
灣

日
語

教
育

學
報

第
33

號
　禁

止
複

製



155 

 

からすれば、彼女たちの運転ぶりはおおむね二種類に分けられ

た。②いささか乱暴すぎるか、いささか慎重すぎるか、どちら

かだ。③後者の方が前者より－我々はそのことに感謝するべき

なのだろう－ずっと多かった。④一般的に言えば、女性ドライ

バーたちは男性よりも丁寧な、慎重な運転をする。⑤もちろん

丁寧で慎重な運転に苦情を申し立てる筋合いはない。⑥それで

もその運転ぶりは時として、周囲のドライバーを苛立たせるか

もしれない。（Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ段落省略） 

Ｖ ①彼が男性と女性を区別して考えることは、日常的なレベ

ルではあまりない。②男女の能力差を感じることもほとんどな

い。③家福は職業柄、男女ほぼ同数の相手と仕事をするし、女

性と仕事をしているときの方がむしろ落ち着けるくらいだ。④

彼女たちはおおむね細部に注意深く、また耳がよい。⑤しかし

車の運転に限って言えば、女性が運転する車に乗ると、隣でハ

ンドルを握っているのが女性であるという事実を彼は常に意識

させられた。⑥しかしそのような意見を誰かに語ったことはな

い。⑦それは人前で口にするには不適切な話題であるように思

えたからだ。 

 

Ⅵ ①だから彼が専属の運転手を捜しているという話をして、

修理工場の経営者である大場が若い女性ドライバーを推薦して

くれたとき、家福はそれほど楽しげな表情を顔に浮かべること

ができなかった。②大場はそれを見て微笑した。③気持ちはわ

かりますよ、と言わんばかりに。  

「でもね、家福さん、この子の運転の腕は確かですよ。そいつ

は私が間違いなく保証します。よかったら会うだけでも一度会

ってやってくれませんか?」  

④「いいよ。あなたがそう言うなら」と家福は言った。⑤彼は

一日でも早く運転手を必要としていたし、大場は信頼のできる

男だった。⑥もう十五年のつきあいになる。⑦針金のような硬
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い髪をした、小鬼を思わせる風貌の男だが、こと車に関しては

彼の意見に従ってまず間違いはない。  

⑧「念のためにアラインメントを見ておきたいんですが、そち

らに問題がなければ、あさっての二時には完全な状態で車をお

渡しできると思います。そのときに本人にここに来させますか

ら、試しに近所をちょっと運転させてみたらいかがでしょう? 

もし気に入らなければ、そう言って下さい。私に気を遣ったり

する必要はまったくありません」 

⑨「年はいくつくらいなんだ?」 

⑩「たぶん二十代の半ばだと思います。あらためて訊いたこと

はありませんが」と大場は言った。⑪それから少し顔をしかめ

た。「ただ、さっきも言ったように運転の腕にはまったく問題は

ないんですがね.........」（以下、会話文 10 文省略）  

Ⅶ ①飲酒の話題は家福の顔を曇らせた。②右手の指が自然に

唇に伸びた。 

③「あさっての二時に会ってみよう」と家福は言った。④ぶっ

きらぼうで無口でかわいげがないというところが彼の興味を惹

いた。 

 

Ⅷ ①二日後の午後二時には、黄色のサーブ 900 コンバーティ

ブルは修理を終えられていた。②右前面のへこんだ部分は元通

りに修復され、塗装も継ぎ目がほとんどわからないように丁寧

に仕上がっていた。③エンジンは点検整備され、ギアは再調整

され、ブレーキパッドもワイパーブレードも新しいものに交換

された。④洗車され、ホイールを磨かれ、ワックスをかけられ

ていた。⑤いつもどおり大場の仕事にはそつがなかった。⑥家

福はもう十二年そのサーブに乗り続け、走行距離も十万キロを

超えている。⑦キャンバスの屋根もだんだんくたびれてきた。

⑧強い雨の降る日には隙間の水漏れを気にする必要がある。⑨

しかし今のところ新車に買い換えるつもりはない。⑩これまで
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大きなトラブルは皆無だったし、何よりも彼はその車に個人的

な愛着を持っていた。⑪冬でも夏でも、車の屋根を開けて運転

するのが好きだった。⑫冬には分厚いコートを着てマフラーを

首に巻き、夏には帽子をかぶって濃いサングラスをかけ、ハン

ドルを握った。⑬シフトの上げ下げを楽しみながら都内の道路

を移動し、信号待ちのあいだにのんびり空を眺めた。⑭流れる

雲や、電線にとまった鳥たちを観察した。⑮そういうのが彼の

生活スタイルの欠かせない一部になっていた。⑯家福はゆっく

りとサーブのまわりを一周し、レース前の馬の体調を確かめる

人のように、あちこち細かい部分を点検した。 

Ⅸ ①その車を新車で購入したとき、妻はまだ存命だった。②

ボディーカラーの黄色は彼女が選んだものだ。③最初の数年間

はよく二人でドライブをした。④妻は運転をしなかったので、

ハンドルを握るのはいつも家福の役だった。⑤遠出も何度かし

た。⑥伊豆や箱根や那須に出かけた。⑦しかしそのあとの十年

近くはほとんど常に彼一人で乗っていた。⑧妻の死後、何人か

の女性と交際したが、彼女たちを助手席に座らせる機会はなぜ

か一度もなかった。⑨都内から外に足を伸ばすことも、仕事で

そうする必要がある場合を別にして、まったくなくなってしま

った。（一文省略） 

Ⅹ ①家福が必要書類にサインし、請求書の詳細について説明

を受けているときに、その娘がやってきた。（10 文省略） 

ⅩⅠ ①大場が家福を紹介した。②彼女の名前は渡利といった。

③渡利みさき。  

④「みさきは平仮名です。もし必要なら履歴書を用意しますが」、

彼女は挑戦的に聞こえなくもない口調でそう言った。 

ⅩⅡ ①家福は首を振った。②「今のところ履歴書までは必要

ない。マニュアル・シフトは運転できるよね?」  

③「マニュアル・シフトは好きです」と彼女は冷ややかな声で

言った。④まるで筋金入りの菜食主義者がレタスは食べられる
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かと質問されたときのように。 

⑤「古い車だから、ナビもついていないけど」（六文省略） 

ⅩⅢ ④「わかりました」と彼女は言った。⑤いちいち道順の

確認もしなかった。⑥そして大場から車のキーを受け取ると、

座席の位置とミラーを手早く調整した。⑦どこにどんなスイッ

チがあるのか、彼女はすべて承知しているようだった。⑧クラ

ッチを踏み、ギアをひととおり試した。⑨ジャケットの胸のポ

ケットからレイバンの緑色のサングラスを出してかけた。⑩そ

れから家福に向かって小さく肯いた。⑪用意は整ったというこ

とだ。 

⑫「カセットテープ」と彼女はオーディオを見て独り言のよう

に言った。⑬「カセットテープが好きなんだ」と家福は言った。

⑭「CD なんかより扱いやすい。台詞の練習もできる」  

⑮「ひさしぶりに見ました」 

⑯「僕が運転を始めた頃はエイトトラックだった」と家福は言

った。 

ⅩⅣ ①みさきは何も言わなかったが、どうやら表情からする

とエイトトラックがどんなものかも知らないらしかった。 

（注）下線部分：話の筋の展開（ストーリーの展開）、枠囲い：特定

の時の提示、波線部分：説明(プロット)、網掛け：社会文化記号 

 「ドライブ・マイ・カー」は冒頭から 5 段落がストーリーの背景

や理由を説明するプロットで主な登場者の家福の女性と男性のドラ

イバーに関する考えが述べられ、ストーリーの展開は第Ⅵ段落文②

から時の経過に従って下線部及び会話文のように、特に第Ⅷ段落文

①の「二日後の午後二時」以降、明確に展開している。その他の部

分はすべてプロットに当たる説明で、登場者の背景、登場する景物

などの説明である。作品は、以下の表 2 のように基本的に時の持続

の中での時の経過によって展開する登場者の動きを描く事件の話を

する文章と、話し手の思いに焦点を当てる話し手の思いを述べる文

章という二種類の異なる機能を持った表現で各段落が構成されてい
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る。23 

表 4「ドライブ・マイ・カー」の文章構成概要 

内容

区分 

段落 文章構成の種類 内容 

1 1～5  話 し 手 の 思 い を 述

べる文章 

男女のドライバーの差＝プロッ

ト 

2 6・7 事 件 の 話 を す る 文

章 

時の経過の持続に従う登場者の

動き＋説明（舞台、背景、心理、

過去の出来事などでストーリー

の理由を説明）／（車の修理とド

ライバーの依頼） 

3 8～23 事 件 の 話 を す る 文

章 

家福とみさきの最初のドライブ

と会話＝ストーリー 

4 24～38 話 し 手 の 思 い を 述

べる文章 

みさきがドライバーになってか

らの経過の話＝プロット 

5 39～43 話 し 手 の 思 い を 述

べる文章 

家福夫妻の子供の死の回想＝プ

ロット 

6 44～69 事 件 の 話 を す る 文

章 

みさきと家福の間での、妻の浮

気についての会話＝ストーリー 

7 70～75 事 件 の 話 を す る 文

章 

家福が妻の浮気相手の高槻にコ

ンタクトした話＝ストーリー 

8 76～86 話 し 手 の 思 い を 述

べる文章 

高槻の印象と最初の会話の回想

＝プロット 

9 87～101 事 件 の 話 を す る 文

章 

家福と高槻と間での、家福の妻

に関する会話＝ストーリー 

10 102～104 事 件 の 話 を す る 文

章 

家福と高槻との間での、家福の

妻に関する二回目の会話＝スト

ーリー 

11 105～121  事 件 の 話 を す る 文

章 

家福とみさきとの間での、家福

の妻と高槻の関係についての会

話＝ストーリー 

 先にみた図 3 の LDA の分析は、事件の話をする文章によるストー

リーとそこに伴う話し手の思いを述べる文章のプロットの内容の違

いをある程度識別して、家福対高槻、家福対みさき、家福対妻とい

うそれぞれの関係のトピックを取り出したと考えられる。作品中で

の主なストーリーとプロットの識別に有効に使えると言えよう。「ド

                         
23 文章の基本的類型については、永尾章曹(1992)「描写と説明について」『小

林芳規博士退官記念国語学論集』汲古書院 pp.717-738 を参照。 
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ライブ・マイ・カー」の作品の構成を整理すると以下の図 4 のよう

になるであろう。 

図 4「ドライブ・マイ・カー」の作品の構成 

 

 しかし、冒頭部分で見ていく必要のあるところは、それだけでは

ない。網掛けで示した「黄色のサーブ 900 コンバーティブル」「キャ

ンバスの屋根」「キャンバスの屋根」「カセットテープ」「エイトトラ

ック」など 1 回しか出ていない語彙は、実はストーリー展開の背後

にある隠れた作品テーマのモチーフである。 

図 5「ドライブ・マイ・カー」における社会文化記号 

 

 これは図 5 のように時間的關係で家福と妻と高槻の関係を示す大

事な手掛かりで、同時に家福が生きてきた経歴、時代を示している。

こうした社会文化記号的表現といえる内容は、実際に作品を読み、

家福の男女観（話し手の思いを述べる文章）

家福とみさきの会話（事件の話をする文章）

家福の妻との生活の回想（話し手の思いを述べる文章）

家福の高槻との会話（事件の話をする文章）

家福の思いと社会文化記号(車に関わる記号)
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またその社会文化的意味を探ることでしか読者としての研究者、学

習者には明示されない。また、主なストーリーである家福とみさき

の会話の背後に提示される日本社会全体を背景にした内容で、顕在

化していない作品の構造でもある。量的方法では分からない点を明

らかにしていくことが、質的手法の大事な点である。 

 以上、概観してきたように量的指標を手掛かりに作品の文章構成

を基にして、各表現の意味構造を明らかにしていくことで量的指標

と質的研究の相補性を確保できると言えよう。また、量的に少ない

語彙や表現であっても、テクスト全体から見れば重要な意味を与え

られている場合は文学作品や思想作品では少なくない。1 回しか出

ていない語彙や一文しかない説明でも、極めて大きな意味を持って

いることは、小説、思想、宗教などの人文社会系テクストの特徴で

もある。量的指標を出す作業と同時に、作品自体に即して各語や表

現をたどる作業は質的テクストや資料を扱う場合、欠かせないポイ

ントだと言えよう。この点に、人文社会系研究の意義があり、また

日本語学や日本語教育の立脚点になる価値が産まれると言える。 

  

5．おわりに 

 AI の利用によるテキストマイニング技法は、量的指標と質的研究

の相補性を確保することで、新しい展開が期待できる。量的指標と

質的研究の相補性の確保は、ケースバイケースで、汎用的一般的に

何かをすれば必ずこういう結果に成るとは言えない。人文社会系で

のテキストマイニング技法の利用は、その結果の利用方法自体が檢

討、確認すべき大きな課題であり、同時に新しい課題への挑戦でも

ある。事例に則して可能性の探究を続けることで、AI 情報処理技術

の日本語教育、日本語学や表現研究への応用を探っていきたい。 
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